
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全国の自治体で設置が進められている「子育て世代包括支援センター」のモデルのひとつでもある 

「ネウボラ」。ネウボラの本場フィンランドから講師を招き，傾聴と対話から利用者と信頼関係を構

築していくネウボラの理念を，ワークショップ形式で学び，また先進市町の取組や本県モデル事業を

紹介します。 

 

１ 開催概要 

 (1) 日 程：令和２年１月 15日（水）10：00～16：30 

 (2) 会 場：広島国際会議場（ヒマワリ） 広島市中区中島町１番５号 

 (3) 対象者：２００名（先着順，参加費無料） 

・各市町の母子保健担当者，子育て支援担当者，ネウボラ相談員 

・子育てに関係する専門職（保健師，助産師，看護師，保育士等） 

・地域の医療従事者，子育て支援者，子育て支援員等 

・ひろしま版ネウボラに関心がある方  

 【主催】広島県 【共催】尾道市，福山市，三次市，海田町，府中町，北広島町 【後援】フィンランド大使館 

 

２ 開催テーマ 「妊娠期から子育て期の家庭を切れ目なくサポートするための視点」 

         ～子育ての嬉しい・楽しいを伝えましょう～ 

 

３ プログラム  別添リーフレット参照 

 

本シンポジウムの開催に先立ち，シンポジウムゲストによる知事表敬訪問を予定しております。 

【知事表敬訪問】  

 (1) 日 程：令和２年１月 14日（火）14：00～14：20 

 (2) 会 場：県庁北館第一応接室 広島市中区基町 10-52 

 (3) 訪問者：フィンランド大使館報道・文化担当参事官 マルクス・コッコ とそのご家族 

        フィンランド国立保健福祉研究所母子保健部門研究統括部長 トゥオヴィ・ハクリネン 

        大阪市立大学大学院看護学研究科公衆衛生看護学教授 横山 美江 

 

■ ゲスト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プログラムの全日程が取材可能です。取材にお越しいただける場合は， 

 １月 10 日（金）までに子育て・少子化対策課（082-513-3175）に御連絡ください。 

 ※取材をいただく場合は，腕章の着用をお願いします。 

 

資 料 提 供         
令 和 ２ 年 １ 月 ７ 日 
課  名 子育て・少子化対策課 
担 当 者     伊東 
内  線 3175 
電    話 082-513-3175 

 
 

トゥオヴィ・ハクリネン 
〇フィンランド国立保健福祉研究所母子

保健部門研究統括部長 
〇出産・子どもネウボラでの勤務経験が

あり，大学においても教鞭をとっている。 

マルクス・コッコ 

〇駐日フィンランド大使館 報道・文化担当

参事官 
〇フランス、スペイン、アメリカ、オースト

ラリアなどでも生活した経験をもち、現在は

東京で妻と 2014 年ヘルシンキ生まれの息子

と 2017 年５月東京で生まれた息子と 4 人で

暮らす。 
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